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設置目的の達成度 

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

設 置 目 的 下田市の農林水産業の振興に資するため。 

運 営 事 業 名 Ｈ24 年実績値 Ｈ25 年目標値 Ｈ25 年実績値 対前年比 目標達成率 評価 

そば体験 1,129,180 円 2,700,000 円 1,134,030 円 100.4% 42.0% Ｃ 

ピザ体験 354,950 円 600,000 円 327,800 円 92.4% 54.6% Ｃ 

その他体験 331,550 円 600,000 円 316,500 円 95.5% 52.8% Ｃ 

食事 2,976,415 円 2,500,000 円 3,489,430 円 117.2% 139.6% A 

みそ販売 1,489,263 円 1,700,000 円 1,153,651 円 77.5% 67.9% B 

加工品販売 2,751,090 円 2,500,000 円 2,502,909 円 91.0% 100.1% A 

合計 9,032,448 円 10,600,000 円 8,961,470 円 99.2% 84.5% A 

設置目的に対する総合評価 A 

目 的 達 成 度 の 

評 価 基 準 

目標値は指定管理者指定申請書の収支計画書より。 

評価基準は目標達成率の 80％以上～100％以上が A 評価・60％以上～80％未満が B 評

価・40％以上～60％未満が C 評価・20％以上～40％未満が D 評価・0％以上～20％未満

が E 評価 

２ 現状分析(Check) 

運 営 事 業 の 

意 義 と 現 状 

中山間地域の振興と地場の農産物を利用した加工販売（もち、味噌、パン等）やそば打ち体験をは

じめとする各種体験を行っており、設置目的に沿った利用がされている。 

総合評価から指定管理者申請書の計画、概ね目標値に沿った実績をあげている。 

上 記 の 原 因  

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

平成 24 年度より県交付金事業を用い、耕作放棄地を活用し、つる首かぼちゃを栽培・加工品試

作・試験販売を実施している。それらを現運営事業の販売・体験等に結びつける。 

 あずさ山の家、旬の里等の他施設とのより一層の連携を図っていく。 

Ｈ26 年度運営

事業と目標値 

運 営 事 業 名 Ｈ26 年度目標値 備    考 

そば体験 1,320,000 円 Ｈ26 収支予算書より 

ピザ体験 400,000 円 〃 

その他体験 200,000 円 〃 

食事 3,990,000 円 〃 

みそ販売 1,290,000 円 〃 

加工品販売 3,130,000 円 〃 

合計 10,330,000 円 〃 

※参考 前年度までの運営事業の実績値と評価 

運 営 事 業 名 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度 Ｈ24 年度 25 年度 

総合評価 A A A A 

そば体験 
790 人 733 人 769 人 768 人 

1,130,420 円 1,152,340 円 1,129,180 円 1,134,030 円 

ピザ体験 
367 人 307 人 277 人 194 人 

505,300 円 412,200 円 354,950 円 327,800 円 

その他体験 
186 人 131 人 289 人 296 人 

300,100 円 184,500 円 331,550 円 316,500 円 

食事 
3,785 人 2,266 人 2,981 人 3,328 人 

2,458,640 円 2,333,350 円 2,976,415 円 3,489,430 円 

みそ販売 
    

1,256,783 円 1,110,647 円 1,489,263 円 1,153,651 円 

加工品販売 
    

3,380,550 円 2,710,818 円 2,751,090 円 2,502,909 円 

合計 
5,128 人 3,437 人 4316 人 4,586 人 

9,031,793 円 7,903,855 円 9,032,448 円 8,961,470 円 
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利用者満足度調査 

 

実施の有無 ■ 有  □ 無 調査の方法 アンケート H25 年度調査数 48 件 

 

○貸館利用者向け 

 １ 調査結果 

設問 回答種類 Ｈ23 年度回答数 Ｈ24 年度回答数 H25 年度回答数 

年齢 

10 代 3 5 4 

20 代 12 26 7 

30 代 9 14 20 

40 代 4 18 8 

50 代 5 6 5 

60 代 6 6 7 

70 代 2 2 0 

お住まい 

市内 9 6 7 

県内 11 18 5 

県外 21 47 31 

その他 0 0 0 

下田への訪問回数は何回目

ですか 

1 回目 10 29 31 

2 回目 6 6 3 

3 回目以上 17 19 9 

施設の訪問は何回目ですか 

1 回目 28 52 38 

2 回目 4 4 3 

3 回目以上 6 7 2 

この施設を何で知りました

か 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 17 22 16 

雑誌 2 8 0 

その他 21 38 25 

ﾎｰﾑペｰｼﾞの内容はいかかで

したか 

わかりすい  10 6 

普通  4 12 

わかりにくい  1 0 

見ていない  3 18 

利用する際の手続きなどは

いかがでしたか 

便利 15 38 23 

普通 23 26 18 

不便 0 0 0 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの内容はいかがで

したか 

わかりやすい  10 12 

普通  2 8 

わかりにくい  0 0 

見ていない  6 23 

営業日や営業時間はいかが

でしたか 

利用しやすい  13 30 

普通  6 8 

わかりにくい  0 0 

施設、設備は利用しやすか

ったですか 

利用しやすい  15 36 

普通  3 8 

利用しにくい  1 0 

全体の清掃は行き届いてい

ましたか 

行き届いている  18 39 

普通  1 3 

汚れていた  0 0 

食器類などの備品や設備は

清潔でしたか 

清潔    

普通    

汚れていた    

備品や消耗品など必要なも

のは完備されていましたか 

完備していた  17 36 

普通  2 3 

不足していた  0 2 
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体験・食事メニューはご期

待に添えましたか 

満足 34 65 43 

普
 7 5 0 

不満 0 0 0 

職員の対応、マナーなどは

いかがでしたか 

良かった
 23 65 41 

普通 8 5 2 

悪かった 0 0 0 

体験・食事の利用料金はい

かがでしたか 

安い 17 34 25 

普通 20 35 18 

高い 0 0 0 

また利用していただけます

か 

利用したい 39 61 42 

わからない 2 8 1 

利用しない 0 0 0 

枚数 71 41 48 

 

 ２ 調査結果から読み取れること 

施設利用者は市内 16.2％・市外 11.6％、施設の訪問回数は 1 回目 88.4%・2 回目以上 11.6%となっており、体験･

食事ﾒﾆｭｰの満足度は 100%と高いことから利用者の満足度は高いと判断される。 

 

３ 次年度以降への改善点 

市内利用者が少ないので、学校関係者や市民向けに広報活動を実施する。 

 

 

施設修繕計画及び備品購入計画 

 

破損 

年度 
全ての破損した箇所・備品名 経費見積 

修繕・買換等 

予定年度 
備考（修繕済年度等） 

     

     

     

     

※今後想定される維持管理事項 

建設より 15 年が経過し施設が老朽化してきているため今後修繕計画を策定し対応していく。 
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管理運営上のその他評価項目 

 

当該施設の必要性 

 

廃止、休止等の可能性 

 

施設の設置目的変更の可能性 

第 4 次下田市総合計画の基本目標である「活力あるまちづくり」において、基

本目標を実現するための施策のなかで「地域資源の活用」を掲げている。当施

設が基本目標を実現するための自主事業を実施し、実績をあげていることから

も本市にとって欠かせない重要な施設である。 

民間による管理運営の可能性 

 

今後の管理運営主体の見込み 

 

行政関与の妥当性 

中山間地域の活性化、地場野菜の利用等の設置目的を実行するためには現在の

管理運営体制が適しており、今後も現体制を維持発展させたい。 

施設の管理運営と経費の妥当性 
指定管理料は 0 円となっている。平成 25 年度自主事業の収入は 8,961 千円で

あり、支出は 9,392 千円と 431 千円の赤字となっている。 

施設の性質や実費経費からみた

受益者負担の妥当性 

自主事業利用者から利用料金を徴収している。 

実施されている事業の内容を考慮すれば妥当と考えられる。 

その他の管理運営上の課題 安定的な飲料水の確保。 

【参考】 

市内や賀茂郡内の類似施設の管

理運営状況等 

加工品販売は競合する施設はあるが、そば打ち体験やみそ造り体験などの体験

メニューを提供する類似施設はない。 

平成 25 年度 実施運営事業内容 

運営事業名 事業内容 次年度に向けての改善事項 

そば体験 そばの麺打ちから食べるまで。 

天ぷらは地元で採れた山菜を使用。 

そば・ピザ体験利用者が減ってきてい

るため、学校関係者や市内利用者を増や

すための広報活動をしていきたい。 

 その他体験メニューの売り上げが増え

てきたため、今後もニーズのある多様な

体験メニューを作りたい。 

ピザ体験 発酵した生地の成型、ﾄｯﾋﾟﾝｸﾞ、石釜で

焼き食べるまで。 

その他体験 みそ造り、まんじゅう作り、こんにゃ

く作り、餅つき、うどん打ち、かまど

でご飯など。 

食事 手打ちそば、地元の山菜、作付けした

大豆を使用したコロッケなどを提供。 

 

みそ販売 作付けした大豆を使用したみそを販

売。 

 

加工品販売 作付けした麦を使ったﾊﾟﾝや野菜を使

用した加工品を販売。 
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施 設 の 概 要 

 
１ 施設名 

（愛称名） 
加増野ポーレポーレ 

２ 担当課 

担当係 

産業振興課 

施設係 

３ 所在地 下田市加増野 481 番地の 3 ４ 設置年月 平成 11 年 3 月 31 日開設 

５ 総合計画の 

位置付け 

Ⅲ活力あるまちづくり １元気なまちづくり  

基 本 目 標 
農林地の保全と有効利用を進めるとともに、意欲ある担い手が

育つ魅力ある農林業を目指します。 

基本目標を実現 

するための施策 

項目 

地域資源の活用 

内容 

他産業との連携を密にし、農

産物の地産地消を推進しま

す。 

関係機関と連携し、都市と農

村の体験交流の活性化を図り

ます。 

６ 設置目的 下田市の農林水産業の振興に資するため 

７ 設置根拠 下田市農林水産物処理加工施設条例 

８ 施設の概要 

施設の概要 

敷地面積 2,228.36 ㎡ 

構造 木造平屋建て 建築面積 197.08 ㎡ 

          床面積  197.08 ㎡ 

建物の種別 

 実習室 90.72 ㎡、準備室 12.37 ㎡、備品倉庫 9.90 ㎡、漬物製造室 9.93 ㎡ 

 味噌貯蔵室 9.93 ㎡、味噌製造室 9.72 ㎡、事務室 9.72 ㎡、玄関ホール、廊下 

 洗面所、トイレ、運動場、ピザ窯 

実 施 事 業 

の  概  要 

平成 11 年 4 月に加増野小学校跡地に都市生活では味わえない自然体験を満喫で

きる施設として設置された農林水産物処理加工施設であり、指定管理者である地

元加増野区により地域に密着した管理運営を行っている。 

平成 22 年度事業の概要 

 そば打ち体験、ピザ体験、その他各種体験、食事、加工品販売等実施 

下田市農林水産物処理加工施設条例より 

（事業） 

第４条 加増野ポーレポーレは、次に掲げる事業の用に供するものとする。 

（１） 農林水産物等の加工体験及び加工品販売等の提供に関すること。 

（２） 地域の振興に関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が特に認めたもの。 

料 金 体 系 

料金区分 

下田市農林水産物処理加工施設条例より 

（使用料） 

第７条 加増野ポーレポーレの使用料は無料とする。 

主な料金 

自主事業 
 
そば打ち体験 1000 円～ ピザ体験 1500 円  
その他各種体験 1000 円～ 食事、加工品販売 

減免内容 
 

利用料金制度 □ 有    ■ 無

施 設 運 営 

方     法 

□ 直接運営 

■ 指定管理者制度 → 指定管理者 加増野区 

□ 一部委託    → 委託内容  
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直接従事職員 加増野区従事者数 15 名 

９ 市 内 の 

類似施設 

下田市所有 該当無し 

民間所有 該当無し 

 

10 取得費等 

の情報 

（単位：円） 

取得費及び財源内訳 平成 24 年度末残高 （備考） 

 

減価償却の方法 

・ 定額法 

・ 残存価  円 

・ 新設翌年度か

ら償却 

・ 耐用年数 22 年 

（H11 から H33） 

年間償却額 

1,859,550 円 

土地取得費 ―    土地残高 ―    

建物取得費 40,425,000 建物減価償却後残高 12,531,750 

財源内訳 45,180,000   

 国補助金 22,590,000   

県費補助金 9,000,000 市債残高  

市債 0   

一般財源 9,687,000   

寄附金等 3,903,000   

物品(＊万円以上)    ―   
物品減価償却後残高 ―    

11 年間経費 

等推移 

（単位：円） 

区    分 H23 年度決算 H24 年度決算 H25 年度決算 H26 年度予算 

収入 占用料 1,900 1,900 1,900 1900 

収 入 合 計 1,900 1,900 1,900 1900 

支出 11 節 修繕料 336000 421050 112,350 380000 

12 節 役務費 12110 12715 12,110 12000 

13 節 委託料 0 0 0 0 

15 節 工事費 0 0 0 0 

18 節 備品 0 0 0 0 

指定管理料 0 0 0 0 

支出合計 348,110 433,765 124,460 392000 

 

減価償却費 1,859,550 1,859,550 1,859,550 1,859,550 

市債利子     

職員人件費     

下田市負担年間総経費 2,205,760 2,291,415 1,982,110 1,896,850 

 

備 

考 

減価償却費の算定 

建設事業費 40,425,000 円÷償却年数 22 年（0.046）＝1,859,550 円 

うち市負担分にかかる年間償却額 

一般財源 9,687,000 円÷22 年＝440,318 円／年 

12 施設利用状

況等の推移 

利用 

状況 

利用年度 H23 年度決算 H24 年度決算 H25 年度決算 Ｈ26 年度予算 

利用 

者数 

市 内     

市 外     

合 計 3,437 人 4,316 人 4,586 人 6,300 人 

参考：利用単位

当たり市負担額 

642 円/人 530 円/人 432 円/人 301 円/人 

算出方法：11 欄の「下田市負担年間総経費」÷利用者数 

休館日 1 月 1 から 1 月 4 日まで、毎火曜日 

使用 

時間 

午前 9 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 
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（参考資料） 

加増野区決算書                                                                 （単位：円） 

加 

 

増 

 

野 

 

区 

区    分 H23 年度決算 H24 年度決算 H25 年度決算 H26 年度予算 

収入 

A.そば体験  1,152,340 1,129,180 1,134,030 1,320,000 

B.食事 2,333,350 2,976,415 3,489,430 3,990,000 

C.みそ販売 1,110,647 1,489,263 1153651 1,290,000 

D.ピザ販売 91,700 58,200 37150 90,000 

E.ピザ体験 412,200 354,950 327800 400,000 

F.その他体験 184,500 331,550 316500 200,000 

G.加工品販売 

加工品類 1,307,937 1,196,732 1078534 

3,040,000 

菓子（仕

入） 
68,650 54,300 104680 

パン 56,362 153,126 28140 

もち 569,360 478,775 539339 

飲物 65,850 103,200 119750 

そば粉 69,300 72,040 58160 

その他・

受託品販

売 

121,988 87,728 112554 

雑収入 8,893 32,210 8644 

出張販売 350,778 514,779 453108 

H.受託品販売 0 0 0 150,000 

I.その他 240,000 300,000 152816 100,000 

収 入 合 計 8,143,855 9,332,448 9,114,286 10,580,000 

 

支出 人件費 (交通費含む) 5,352,918 5,876,996 5,970,525 6,610,000 

 通信運搬費 99,477 133,441 132,181 130,000 

 電気代 284,849 336,787 402,513 470,000 

 原材料費 (仕入含む) 1,700,802 1,818,044 1,994,508 2,170,000 

 消耗品費 526,986 504,396 380,815 500,000 

 保険料 54,840 16,590 17,140 70,000 

 謝礼・福利 16,593 20,708 0 100,000 

 広告宣伝費 37,172 150,255 23,625 80,000 

 燃料費 192,007 234,631 241,883 260,000 

 修繕費 45,560 58,876 53,940 50,000 

 その他 185,135 142,592 175,366 50,000 

支 出 合 計 8,496,339 9,293,316 9,392,546 10,490,000 

備 考  
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効 率 性 

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

効率性指標 Ｈ24 年実績値 Ｈ25 年目標値 H25 年実績値 対前年比 目標達成率 

①利用単位

当たり経費 

Ａ 施設総利用

者数等 
4,316 人 6,000 人 4,586 人 125.6％ 71.9％ 

Ｂ  年間経費

(除く収入) 
     

Ｂ／Ａ      

②光熱水費      

③消耗品費      

効率性指標の考え方等  

 

２ 現状分析(Check) 

効 率 性 の 

現 状 
 

 

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 
 

H23 年度効率性

の 目 標 値 

①利用単位当たり経費 Ｂ／Ａ   

②光熱水費   

③消耗品費   

 

※参考 前年度までの効率性指標 

効率性指標 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 

①利用単位当たり 

経費 

目標値     

Ａ実績値     

Ｂ実績値     

Ｂ/Ａ     

対前年比     

目標達成率     

②光熱水費 

目標値     

実績値     

対前年比     

目標達成率     

③消耗品費 目標値     
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実績値     

対前年比     

目標達成率     
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４ その他の指標 

受益者負担 

の適正性 

区  分 説    明 単位 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

①使用料原価 
１㎡ 1 時間当たりの原

価 
円 円 円 円 

② 

稼動割原価率 

年間経費を年間収入で

賄えない比率 
％ ％ ％ ％ 

③１㎡１時間

適正使用料 
① ② 円 円 円 円 

④現行１㎡１

時間使用料

の平均 

   

⑤適正化計画 

 
  

 

 

運営に掛か

る税負担 

(市民負担) 

年度 Ｈ23 年度 Ｈ24 年度 Ｈ25 年度 Ｈ26 年度(予算) 

人口（4 月 1 日：人）     

人口 1 人あ

たり（円/人） 

運営経費（収入除く）     

年間総経費     

 


